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広報ながしま  202４年３月号  ｜  02

令和6年（2024年） No.216

３
特産のブリで元気づけたい　～金沢市の2次避難所で炊き出し～

化石の島の山頂を目指す　～獅子島ウォーク２０２４～

地域おこし協力隊通信　～地域おこし協力隊活動報告会～

証明書のコンビニ交付が始まります

軽自動車の各種手続きはお早めに

生涯学習学級のご案内

分別しないともったいない　～ながしまエコ通信～

農業機械の研修受講生を募集します

茶園周辺の農薬散布に注意

オーラルフレイルを予防しよう　～地域包括支援センターだより～

町長動静

知っ得ボックス

まちの話題

長島文芸

町立図書館のおすすめ

ハッピースマイル ～１歳おめでとう～

訂正とお詫び・うぶ声・お悔やみ・お礼・編集後記

［裏表紙］キビルフェス開催

２月12日（月）10時57分

令和６年２月２９日現在 ※（ ）は前月比

4,382 （ー４）

（－12）

（－２）

（－14）

4,936
4,668
9,604

　２月 12 日に令和５年
度 STEAM 教育体験講座
が町文化ホールで行われ
ました。
　 こ の イ ベ ン ト は、 同
ホール内にあった旧図書
館の改修工事が完了し、

「ICT 学習室」となって初
のイベントとなりました。

（関連記事＝ P17 ）
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特
産
の
ブ
リ
で
元
気
づ
け
た
い

　
～
金
沢
市
の
２
次
避
難
所
で
炊
き
出
し
～

0３ ｜  広報ながしま  2024年３月号

　
２
月
５
日
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
へ
の
緊
急
支
援
物
資
と
し
て
町
特

産
の
ブ
リ
加
工
品
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
町
と
東
町
漁
協
が
金
沢
市
へ
輸
送

し
ま
し
た
。

　
７
、８
日
は
、
町
や
漁
協
の
職
員
ら
12
人
が
市
内
の
体
育
館
な
ど
の
２
次

避
難
所
４
カ
所
、５
施
設
を
巡
っ
て
ブ
リ
の
あ
ら
煮
や
ア
オ
サ
入
り
う
ど
ん
、

ふ
か
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
炊
き
出
し
、
被
災
者
を
元
気
づ
け
ま
し
た
。

　
炊
き
出
し
は
、
平
成
７
年
に
発
生

し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
経
験
を

生
か
し
、
町
と
縁
の
あ
る
金
沢
市
へ

支
援
が
で
き
る
で
は
と
考
案
。
昨
年

の
７
月
に
は
、
村
山
卓
金
沢
市
長
が

「
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
ブ
リ
な
ど

の
出
荷
要
望
」
の
た
め
に
長
島
町
を

訪
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
川
添

健
町
長
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
を
行
う

町
の
物
産
展
（
金
沢
美う
ん
ま
か味
フ
ェ
ア
）

を
２
月
に
金
沢
市
で
開
催
予
定
で
し

た
が
、
中
止
し
今
回
の
支
援
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
川
添
町
長
は
「
長
島
町
の
鰤
王
を

食
べ
て
い
た
だ
い
て
い
る
石
川
県
の

皆
さ
ん
に
恩
返
し
の
た
め
決
断
実
行

に
至
り
、
地
域
の
人
々
に
喜
ん
で
も

ら
え
て
よ
か
っ
た
。
被
災
地
と
被
災

者
の
た
め
、
石
川
県
の
復
興
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
長
島
の
農
水
産
物
を

通
し
て
協
力
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

「温かい食事をどうぞ」と終始声をかけ、配膳する川添町長「温かい食事をどうぞ」と終始声をかけ、配膳する川添町長

支援物資の積み込み支援物資の積み込み

・心を込めて調理する職員と・心を込めて調理する職員と
　炊き出しのメニュー　炊き出しのメニュー

被災地の様子被災地の様子

出発式の様子出発式の様子 目録を受け取る村山市長（写真右）目録を受け取る村山市長（写真右）



化
石
の
島
の
山
頂
を
目
指
す

　
　
～
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
４
～

広報ながしま  2024年３月号  ｜  04

　
２
月
４
日
、
獅
子
島
の
七
郎
山
山

頂
を
折
り
返
す
13
㌔
の
「
獅
子
島

ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
４
」が
開
催
さ
れ
、

あ
い
に
く
の
曇
り
空
と
な
り
ま
し
た

が
、
約
６
０
０
人
の
参
加
者
が
獅
子

島
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
早
朝
か
ら
参
加
者
が
諸
浦

港
や
水
俣
港
、
中
田
港
か
ら
定
期
船

や
貸
切
船
な
ど
で
続
々
と
来
島
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
前
日
か
ら
島
内

の
民
宿
に
宿
泊
し
て
大
会
に
挑
ん
だ

参
加
者
も
い
る
な
ど
島
内
が
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
発
着
点
の
獅
子
島
ア
イ
ラ

ン
ド
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
、
獅
子
島

の
特
産
品
販
売
や
町
内
事
業
者
の
出

店
が
あ
り
、
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
午
前
10
時
に
ス
タ
ー
ト
す
る
と
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
獅
子

島
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
七
郎
山

の
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

中
継
地
点
で
は
、
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
ポ
ン
カ
ン
や
あ
め
が
手

渡
さ
れ
、
参
加
者
は
疲
れ
た
体
を
癒

し
て
い
ま
し
た
。

　
薩
摩
川
内
市
か
ら
11
人
で
参
加
し

た
古
谷
澄
佳
さ
ん
（
中
学
２
年
生
）

は
「
ス
タ
ー
ト
時
は
13
㌔
の
道
の
り

を
完
歩
で
き
る
か
不
安
だ
っ
た
が
、

獅
子
島
の
コ
ー
ス
や
他
の
参
加
者
と

の
ふ
れ
あ
い
が
楽
し
く
最
後
は
ス

キ
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
で
き
た
」
と
達
成

し
た
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

もうひと踏ん張り、山頂を見上げる参加者もうひと踏ん張り、山頂を見上げる参加者

休憩所のポンカンで疲労回復休憩所のポンカンで疲労回復午前 10時、一斉にスタート午前 10時、一斉にスタート

薩摩川内市から 11人で参加した一行薩摩川内市から 11人で参加した一行七郎山山頂からの眺望を楽しむ参加者七郎山山頂からの眺望を楽しむ参加者



05  ｜  広報ながしま  2024年３月号

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

　
長
島
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
４
人
に
よ
る
活
動
内
容
の

報
告
会
を
２
月
６
日
、
日
本

マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
４
階

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
隊
員
が
長
島
町
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
感
じ
、
活
動
を

行
っ
て
き
た
か
を
報
告
し
、

今
後
の
展
望
を
発
表
し
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
平
日
の
夜

間
に
も
関
わ
ら
ず
、
約
30
人

が
来
場
し
、
隊
員
の
活
動
報

告
に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
日
、
同
報
告
会
初

と
な
る
Y
o
u
T
u
b
e

（
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
）
を

使
っ
て
生
中
継
も
実
施
し
ま

し
た
。

　
隊
員
の
発
表
後
に
は
傍
聴

者
か
ら
の
質
疑
に
応
え
る
な

ど
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
報
告

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
様
子
は
次
の

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
。

渋谷　日和　隊員渋谷　日和　隊員

大東　勝行　隊員大東　勝行　隊員

長谷川　一総　隊員長谷川　一総　隊員

松本　弘　隊員松本　弘　隊員

長
島
の
一
員
と
し
て
、

　
　
　
未
来
へ
つ
な
が
る
事
業
を

　
協
力
隊
と
し
て
、
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
リ
ス
ト
の
管
理
や
空
き
家

の
調
査
、
地
元
で
家
を
貸
し
た
い

人
、
借
り
た
い
人
の
間
に
立
ち
交

渉
の
お
手
伝
い
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
空
き
家
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
共
に
空
き
家
を
活
用
し
た
複

合
型
の
仕
事
づ
く
り
を
意
識
し
、

長
島
町
に
来
た
人
た
ち
が
長
島
の

海
の
良
さ
を
体
感
し
て
頂
け
る
よ

う
な
海
の
レ
ジ
ャ
ー
産
業
を
起
業

し
ま
す
。

　
新
事
業
を
通
じ
て
長
島
町
の
未

来
資
産
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
で
き

る
一
員
に
な
り
た
い
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
か
ら
自
分
た
ち
で
取
り

込
む
関
係
人
口
の
創
出
、
移
住
者

の
増
加
を
微
力
な
が
ら
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

「
み
か
ん
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で

柑
橘
の
魅
力
発
信
と
学
習
支
援
を

　
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
、｢

温
州
ミ
カ
ン
発
祥
の

地
」
長
島
町
の
柑
橘
類
の
魅
力

発
掘•

発
信
や
子
ど
も
た
ち
の

学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
学
習
支
援
で
は
、
マ
ン
ダ
リ

ン
B
A
S
E
を
活
用
し
、
小

中
高
生
の
学
習
支
援
教
室｢

み

か
ん
島
」
の
運
営
や
全
国
か
ら

学
生
の
体
験
学
習
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
み

か
ん
」
を
軸
に
、
地
域
を
超
え

た
若
者
の
交
流
、
そ
し
て
世
代

を
超
え
た
人
の
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
る
場
を
目
指
し
て
、
活
動

し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
「
み
か

ん
ち
ゃ
ん
」
と
気
軽
に
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
！

着
任
初
年
度
を
振
り
返
っ
て

　
主
な
活
動
と
し
て
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
「
長
島
大
陸
マ
ン
ダ
リ
ン

B
A
S
E
」の
運
営
管
理
を
通
じ
て
、

地
域
住
民
に
新
た
な
仕
事
場
の
提
供

を
行
い
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
太
陽

の
里
と
連
携
し
、
地
域
振
興
や
観
光

活
性
化
を
目
的
と
し
た
「
L
A
C

長
島
」
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
昨

年
の
11
月
に
は
、
地
域
活
性
化
事
業

と
し
て
町
内
の
柑
橘
生
産
者
と
連
携

し
、
温
州
ミ
カ
ン
の
蒸
留
酒
「
赤
屋

根
ク
ラ
フ
ト
ス
ピ
リ
ッ
ツ
マ
ン
ダ
リ

ン
」
の
材
料
提
供
を
行
い
ま
し
た
。 

　
現
在
、
e-

ラ
ー
ニ
ン
グ
型
職
業

訓
練
校
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
ス
キ

ル
向
上
を
支
援
す
る
「
ジ
ョ
ブ
ト
レ

鹿
児
島
校
」
の
開
講
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
来
年
度
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
一
歩

ず
つ
前
進
で
き
る
よ
う
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

４
年
間
の
振
り
返
り
と

　
　
　
　
　
　
今
後
の
展
望

　
長
島
の
鳥
獣
被
害
対
策
へ
の

関
わ
り
は
、
活
動
を
考
え
て
試

行
錯
誤
し
て
い
く
道
の
り
で
し

た
。
熟
慮
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

ふ
と
誰
か
の
思
い
つ
き
で
始

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
縁

が
あ
っ
て
の
こ
と
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
ご
縁
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
長
島
で
の

野
生
動
物
と
の
共
生
の
た
め
の

挑
戦
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
対
策
は
一
人
で
や

る
の
で
な
く
、
人
と
協
力
し

あ
っ
て
成
り
立
つ
と
感
じ
て
い

る
の
で
、
最
近
は
「
長
島
で
の

鳥
獣
被
害
対
策
相
互
援
助
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
準
備
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。



広報ながしま  2024年３月号  ｜  06

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
始
ま
り
ま
す

　
３
月
25
日
か
ら
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
長
島
町
内

に
住
所
が
あ
る
か
た
の
住
民
票
や
印

鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
で
き
る
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

す
。

証明書の種類 手数料

住民票の写し

各 200 円

印鑑登録証明書

所得課税証明書

所得証明書

記載事項証明書

〇取得できる証明書

利用時間 利用できる店舗

毎日６：30 ～ 23：00
（12 月 29 日から１月 3 日お
よびメンテナンス日を除く）

ファミリマート、セブン・イ
レブン、ローソンなど

〇いつどこで取得できるか

〇
注
意
事
項

・
長
島
町
内
に
住
所
が
あ
る
か
た
の
み

対
象
で
す
。

・所
得
課
税
証
明
書
と
所
得
証
明
書
は
、

基
準
日
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
交

付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
住
所
の
異
動
を
行
っ
た
場
合
、
内
容

が
反
映
さ
れ
る
ま
で
数
日
か
か
り
ま

す
。

・
４
桁
の
暗
証
番
号
を
連
続
で
３
回
間

違
え
る
と
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
場

合
、
役
場
で
暗
証
番
号
の
初
期
化
、
再

設
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
手
数
料
が
免
除
さ
れ
る
場
合
で
も
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
は
料
金
が
発
生
し
ま

す
。
後
か
ら
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
取
得
方
法

①
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
を
選
択
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
セ
ッ
ト

②
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
に
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号

（
数
字
４
桁
）
を
入
力

③
画
面
を
操
作
し
て
、
必
要
な
証
明
書
と
部
数
を
選
ぶ

④
証
明
書
と
領
収
書
を
受
け
取
る

〇
利
用
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
利
用
者
証

明
用
電
子
証
明
書
を
搭
載
し
た
も
の
）

・
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
数

字
４
桁
（
カ
ー
ド
交
付
時
に
設
定
し

た
も
の
）

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
戸
籍
住
民
係

　
☎︎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

軽
自
動
車
の
各
種
手
続
き
は
お
早
め
に

　　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
毎
年

４
月
１
日
時
点
に
登
録
さ
れ
て
い
る

軽
自
動
車
な
ど
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
名
義
変
更
や
廃
車
な
ど
の
各
種
手

続
き
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　　
※
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型

特
殊
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
所
有
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
取
り
付
け
が
法
令
上
、
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

車両の種類 手続きの場所

・原動機付自転車（125cc 以
下のものおよびミニカー）
・小型特殊自動車
・特定小型原動機付自転車

・役場税務課
・指江支所総合管理課
※譲渡による名義変更の場合は、譲渡証明書
が必要です。
※同一世帯外のかたによる代理申告の場合は、
委任状が必要です。

軽自動車
一般社団法人全国軽自動車協会連合会鹿児島
事務所
☎ 099（286）4011

排気量 125cc を超える二輪車
国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支局
☎ 050（5540）2089

問い合わせ先
役場税務課軽自動車税係
☎（86）1172（直通）
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生
涯
学
習
学
級
の
ご
案
内

　　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学
習

学
級
を
14
教
室
開
設
し
、
計
２
１
７

人
の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り

の
た
め
に
、
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

学　級　名 内　容 代 表 者

手芸教室 ポーチなど手芸作品作り 千　　清子

コール　うずしお コーラスなどの歌 山﨑　祐子

長島史談会 長島町の郷土史研究 池田　尚正

ちぎり絵教室 ちぎり絵で作品作り 池田よね子

東陶芸クラブ 陶芸作品作りと発表会 竪山　隆一

明神俳句会 毎月お題を決めて俳句作り 関　佳代美

長島町囲碁同好会 基本から応用までの囲碁 榎田　一幸

ながしまひょっとこ会 ひょっとこ踊り 追田　ヒデ子

獅子島親子読書会 獅子島の子どもを中心とした読書 川南　泰志

獅子島七郎太鼓 基礎から学ぶ太鼓演奏 岩下　昭人

汐見樽太鼓 伝統ある樽太鼓の演奏 小屋　正隆

フルール倶楽部 季節に合ったフラワーアレンジ 飯尾　千幸

長島新風塾 町おこしアイデアの研究 下塩見　浩

本のかけはし
じゃがじゃが

読み聞かせ活動など 藤後　里美

問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　

　
☎︎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

分
別
し
な
い
と
も
っ
た
い
な
い 

　
　
　
　
　
　
～
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
～

　
資
源
ご
み
に
、「
ア
ル
ミ
缶
」と「
ス

チ
ー
ル
缶
」
を
分
別
し
て
廃
棄
す
る

こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
で
き
ま

す
。

　
分
別
収
集
さ
れ
た
缶
類
は
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
へ
運
ば
れ
、
ア
ル
ミ
缶
は

再
び
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
は
ス

チ
ー
ル
缶
や
建
材
用
鉄
骨
な
ど
の
鉄

製
品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
特
に
ア
ル
ミ
缶
は
、
原
料
か
ら
製

造
す
る
よ
り
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源

か
ら
、
製
品
を
製
造
し
た
方
が
省
エ

ネ
に
な
り
ま
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
す
る
た

め
、
資
源
ご
み
と
し
て
活
用
す
る
よ

う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
☎︎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

〇
缶
類
の
出
し
方

・
資
源
ご
み
と
し
て
出
せ
る
も
の

は
、
飲
料
・
食
品
に
使
わ
れ
た
缶

類
に
な
り
ま
す
。

　・
回
収
の
際
に
他
の

資
源
を
汚
さ
な
い

よ
う
、
中
身
を
水

で
ゆ
す
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
に
分
別

し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
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農業機械士養成研修（トラクター）
農業機械士応用研修

（トレーラー）養成研修Ⅰ
養成研修Ⅱ

（大型特殊免許を持っているかた）

運転免許受験料 2,600 円 ー 2,600 円

障がい保険掛金 1,000 円 1,000 円 1,000 円

研修費 5,000 円 1,000 円 5,000 円

合計 8,600 円 2,000 円 8,600 円

〇研修コースおよび受講料

農
業
機
械
の
研
修
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
農
業
者

な
ど
を
対
象
に
、
農
業
機
械
士
お
よ

び
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ト
レ
ー
ラ
ー
の
大

型
特
殊
免
許
（
農
耕
用
限
定
）
の
取

得
を
目
指
す
た
め
の
研
修
会
を
実
施

し
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
す
る
か
た
は
、
役
場

農
政
課
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

〇
受
講
対
象
者
要
件 

①
農
業
者
（
栽
培
・
飼
養
、
農
産
物

販
売
、
農
作
業
受
託
）

②
認
定
農
業
者
の
主
に
農
業
に
従
事

す
る
家
族
、
従
業
員
、
構
成
員

③
農
業
関
係
団
体
な
ど
で
農
業
研
修

を
受
講
し
て
い
る
か
た

④
農
業
関
係
団
体
な
ど
の
職
員
で
、

地
域
の
農
業
指
導
者

⑤
農
業
法
人
の
従
業
員
、
構
成
員

⑥
受
託
組
織
の
構
成
員
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー

〇
募
集
締
切

　
４
月
15
日
（
月
）

〇
申
込
書
提
出
先

役
場
農
政
課

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎︎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎︎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

茶
園
周
辺
の
農
薬
散
布
に
注
意

　
出
水
地
区
茶
業
振
興
協
会
で
は
、

１
番
茶
が
始
ま
る
４
月
以
降
に
「
お

知
ら
せ
旗
」
を
設
置
し
ま
す
。
茶
園

に
隣
接
す
る
耕
作
者
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
お
知
ら
せ
旗
と
は

　
茶
葉
の
収
穫
直
前
の
周
知
を
目
的

と
し
て
、
収
穫
予
定
の
10
日
前
か
ら

収
穫
が
終
わ
る
ま
で
茶
園
に
設
置
し

し
ま
す
。

〇
お
知
ら
せ
旗
が
設
置
さ
れ
た
ら

　
茶
園
に
隣
接
す
る
畑
を
防
除
す
る

際
に
は
、
風
向
き
に
留
意
す
る
な

ど
、
農
薬
の
飛
散
防
止
に
協
力
く
だ

さ
い
。

黄色の旗が黄色の旗が
目印です目印です

養成研修

第 1 回 5 月 27 日（月）～ 5 月 31 日（金）

第 2 回 7 月 1 日（月） 　～７月 5 日（金）

第 3 回 7 月 8 日（月）    ～ 7 月 12 日（金）

応用研修
第 1 回 6 月 3 日（月）    ～ 6 月 7 日（金）

第 2 回 6 月 17 日（月）   ～ 6 月 21 日（金）

〇研修日程

※養成研修Ⅱの場合は初日のみ
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２
月《
如
月
》

１
日
（
木
）

２
日
（
金
）

４
日
（
日
）

５
日
（
月
）

６
日
（
火
）

９
日
（
金
）

10
日
（
土
）

11
日
（
日
）

13
日
（
火
）

14
日
（
水
）

15
日
（
木
）

16
日
（
金
）

19
日
（
月
）

21
日
（
水
）

22
日
（
木
）

23
日
（
金
）

24
日
（
土
）

26
日
（
月
）

27
日
（
火
）

28
日
（
水
）

29
日
（
木
）

川
床
矢
岳
老
人
会
講
話
（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

J
A
農
政
協
議
会
（
出
水
市
）

阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
災
害
用
間
仕
切
り
寄
贈
式
（
役
場
）

長
島
町
立
中
学
校
再
編
に
伴
う
住
民
説
明
会
［
鷹
巣
中
学
校
区
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

２
０
２
４
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク

行
財
政
委
員
会
先
進
地
視
察
（
神
奈
川
県
）

～
８
日
（
水
）　
石
川
県
災
害
避
難
所
救
援
物
資
炊
き
出
し
（
金
沢
市
）

県
町
村
会
定
期
総
会
（
鹿
児
島
市
）

原
子
力
防
災
訓
練
（
町
内
・
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
）

長
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
会
式　
（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

令
和
５
年
度
北
薩
地
域
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
連
絡
協
議
会（
さ
つ
ま
町
）

離
島
振
興
関
係
予
算
案
説
明
会
（
東
京
都
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
理
事
会
（
東
京
都
）

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
知
事
陳
情
（
鹿
児
島
市
）

県
治
山
林
道
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
（
鹿
児
島
市
）

群
馬
県
川
場
村
視
察
（
群
馬
県
）

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
ご
当
地
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
（
東
京
都
）

県
下
一
周
駅
伝
解
団
式
（
出
水
市
）

三
県
U
ー
12
地
区
選
抜
サ
ッ
カ
ー
大
会
開
会
式
（
阿
久
根
市
）

山
口
正
成
氏
旭
日
単
光
章
受
章
祝
賀
会
（
出
水
市
）

町
議
会
学
校
統
合
再
編
調
査
特
別
委
員
会
（
役
場
）

長
島
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会
総
会
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

獅
子
島
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
協
定
調
印
式
（
獅
子
島
）

「
さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡
会
議
」
首
長
等
会
議
（
さ
つ
ま
町
）

市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
打
合
せ
会
・
組
合
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

文
字
を
並
べ
替
え
て
、
正
し
い
言
葉
に
し
ま
し
ょ
う
。

（　
）
の
中
は
ヒ
ン
ト
で
す
。

①
つ
り
な
ま
ひ　

    （
３
月
３
日
に
あ
る
女
の
子
の
お
祝
い
の
日
）　

②
ら
く
ぼ
ん
さ　
　

 （
赤
く
て
丸
い
実
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
く
ぴ
っ
に
く    　
（
公
園
や
広
場
な
ど
で
楽
し
み
ま
す
）

④
ぷ
ー
り
っ
ゅ
ち　

 （
春
に
咲
く
花
）

⑤
う
ぎ
に
ひ
ょ
な
ん
（
３
月
３
日
に
飾
ら
れ
る
お
人
形
）　

※
答
え
は
ペ
ー
ジ
下
部
に
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
よ
う 

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

　【
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
】

　
口
腔
機
能
の
低
下
、
食
べ
る
機
能

の
低
下
な
ど
、
身
体
の
衰
え
（
フ
レ

イ
ル
）
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
早
め
に
気
づ
き
適
切
な
対
応
を
と

る
こ
と
が
、「
健
康
長
寿
」
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
定
期
的
に
歯
科
診
療
所
で
口
腔
内

の
診
察
や
義
歯
の
点
検
な
ど
を
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

※
老
人
ク
ラ
ブ
や
サ
ロ
ン
な
ど
で
口
腔

機
能
に
関
す
る
講
話
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

【
最
近
こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
】

〇
む
せ
る
、
食
べ
こ
ぼ
す

〇
食
欲
が
な
い
・
少
し
し
か
食
べ
ら
れ
な
い

〇
柔
ら
か
い
も
の
ば
か
り
食
べ
る

〇
滑
舌
が
悪
い
・
舌
が
回
ら
な
い

〇
口
が
乾
く
・
口
の
ニ
オ
イ
が
気
に
な
る

〇
自
分
の
歯
が
少
な
い
・
あ
ご
の
力
が
弱
い

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎︎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

【お口の周りと舌の機能低下を予防する体操】
食前に「パパパパパ、タタタタタ、カカカカカ、ラララララ」を３回繰
り返し行いましょう。

①ひなまつり　②さくらんぼ　③ぴくにっく　④ちゅーりっぷ　　⑤ひなにんぎょう
こたえ
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〇
購
入
方
法

　
県
内
の
書
店
、文
房
具
店
で
購
入
で
き
ま

す
。
鹿
児
島
県
統
計
協
会
で
通
信
販
売
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。(

送
料
・
振
込
手
数
料
が

か
か
り
ま
す)

※
詳
し
く
は
、県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
統
計
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
４
７
３

30
・
10
運
動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

　

国
の
食
品
ロ
ス（
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の

に
捨
て
ら
れ
る
食
品
）の
発
生
量
は
、年
間

５
０
０
万
㌧
以
上
に
の
ぼ
り
、特
に
宴
会
で

の
食
べ
残
し
の
量
は
、食
堂
な
ど
で
の
外
食

（
昼
食
）の
約
８
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は
、食
品
ロ
ス
の
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、宴
会
な

ど
の「
30
・
10（
さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る
）運
動
」

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
送
別
会
や
歓
迎
会
な
ど
の
際
に
は
、幹
事

な
ど
か
ら
次
の
よ
う
な
呼
び
か
け
を
行
い
、

「
30
・
10
運
動
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

〇
乾
杯
前
後

　
最
初
の「
30
分
間
」は
、周
り
の
人
と
歓
談

し
な
が
ら
、席
を
移
動
せ
ず
に
料
理
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

〇
お
開
き
前

　
も
う
す
ぐ
お
開
き
と
な
り
ま
す
が
、残
り

「
10
分
間
」は
、自
分
の
席
に
戻
っ
て
料
理
を

食
べ
き
り
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課　

　
☎
０
９
９(

２
８
６)

２
５
９
４

陸
海
空
自
衛
官
募
集

　
災
害
派
遣
で
の
活
躍
や
国
際
貢
献
、航
空

機
・
艦
艇
・
潜
水
艦
で
の
勤
務
、航
空
機
・

車
両
の
整
備
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル

の
業
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、自
衛
隊
鹿

児
島
地
方
協
力
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
次
の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま

す
。（「
自
衛
隊
鹿
児
島
県
地
方
協
力
本
部
」で

検
索
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
募
集
課

　
☎
０
９
９(

２
５
３
）８
９
２
０

家
畜
の
所
有
者
は
定
期
報
告

を
し
ま
し
ょ
う

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
規
定
に
よ
り
、家

畜
の
所
有
者
は
毎
年
、家
畜
の
飼
養
状
況
な

ど
に
つ
い
て
県
に
報
告
が
必
要
で
す
。

　
令
和
6
年
2
月
1
日
時
点
の
飼
養
頭
羽
数

や
飼
養
衛
生
管
理
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

〇
報
告
対
象

　
全
て
の
家
畜
や
家
き
ん(

鶏
な
ど)

の
飼
養
者

〇
報
告
期
限

・
牛
、豚
、馬
な
ど　

  

４
月
15
日(

月)

・
鶏
、ア
ヒ
ル
な
ど　
６
月
17
日(

月)

〇
報
告
先

　
北
薩
家
畜
保
健
衛
生
所

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で

き
ま
す
。(

「
家
畜　

定
期
報
告
」で
検
索)

次

の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
畜
産
課

　
☎
０
９
９(

２
８
６)

３
２
２
４

ぶ
り
奨
学
金
補
助
金
申
請

　
ぶ
り
奨
学
金
制
度
の
連
携
金
融
機
関
で
あ
る

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
か
ら「
ぶ
り
奨
学
ロ
ー

ン
」の
元
金
・
利
息
証
明
書
が
発
行
さ
れ
た
か

た
は
、利
子
お
よ
び
元
金（
対
象
者
の
み
）に
相

当
す
る
額
の
補
助
金
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
ぶ
り
奨
学
金
補
助
金
申
請
を
さ
れ
る
か
た

は
、次
の
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
子
相
当
分
は
、特
別
な
事
情
が
あ
る
場

合
、３
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
請
求
で
き
ま
す
が
、

元
金
相
当
分（
対
象
者
の
み
）は
、毎
年
申
請

が
必
要
で
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
必
要
な
も
の

・
ぶ
り
奨
学
ロ
ー
ン
の
返
済
額
を
証
明
す
る
書
類

・
申
請
さ
れ
る
保
護
者
な
ど
の
印
鑑

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

・
世
帯
全
員
の
納
税
証
明
書

・
預
金
通
帳
の
写
し
な
ど（
初
め
て
申
請
さ
れ
る
か
た
）

〇
提
出
期
限

　
４
月
30
日（
火
）

◎
提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
☎（
88
）５
６
７
９［
直
通
］

高
齢
者
学
級
を
開
設
し
ま
し
ょ
う

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、各
集
落
の
老
人
ク
ラ

ブ
で
仲
間
づ
く
り
、健
康
づ
く
り
な
ど
を
目
的

と
し
た
高
齢
者
学
級
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
学
習
内
容
は
、趣
味
・
教
養
、生
活
、健
康
、

福
祉
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
学
習
を
学
級

単
位
で
行
う
も
の
で
す
。

　
活
動
の
方
法
は
相
談
に
応
じ
て
対
応
し
ま

す
の
で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
学
習
規
模

　
１
回
２
時
間
以
上
、年
10
回
程
度

〇
開
設
期
間

　
４
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
ま
で

〇
条
件

・
15
人
程
度
の
学
級
生
を
確
保
で
き
る

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で
き
る

〇
申
込
締
切

　
４
月
30
日（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

令
和
７
年
歌
会
始
の
お
題
お

よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　
「
歌
会
始
」は
、毎
年
1
月
に
宮
中
で
行
わ
れ
、

広
く
一
般
か
ら
詠
進
す
る
国
民
参
加
の
文
化
行

事
で
す
。

〇
お
題

　
「
夢
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
歌
に
詠
む
場
合
は「
夢
」の
文
字
が
詠
み
込
ま

れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
夢
幻
」、「
夢
中
」、「
夢
路
」

の
よ
う
な
熟
語
や「
夢
見
る
」の
よ
う
に
訓
読
し

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
詠
進
の
期
間

・
9
月
30
日(

月)

ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、消
印
が
9
月
30
日(

月)

ま
で

の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

〇
送
付
先

　
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１　
宮
内
庁

※
封
筒
に「
詠
進
歌
」と
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
。
詠
進
歌
は
、小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
詳
細
・
問
い
合
わ
せ

　
直
接
、宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
を
書
き
、返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封

筒
を
添
え
て
、9
月
20
日(

金)

ま
で
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、そ
の
他
詳
細
は
、宮
内

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
次
の
Q
R
コ
ー
ド
）を
参
照

く
だ
さ
い
。

県
民
手
帳
の
在
庫
残
り
わ
ず
か

　
県
統
計
協
会
で
は
、１
９
５
８(

昭
和
33)

年

の
創
刊
か
ら
、長
い
歴
史
と
と
も
に
県
民
の

皆
さ
ん
に
愛
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
、鹿

児
島
県
民
手
帳｢

２
０
２
４(

令
和
６)

年
版｣

を
令
和
５
年
10
月
1
日(

火)

か
ら
販
売
し
て

い
ま
す
。

〇
内
容 　

・
鹿
児
島
の
旬
の
情
報

・
デ
ー
タ
で
分
か
る
鹿
児
島
県

・
県
内
施
設
割
引
や
特
典
パ
ス
ポ
ー
ト
付

(

７
施
設)　
他

〇
種
類 

・
手
ざ
わ
り
な
め
ら
か
な
黒
、赤
、青
の
3
色

〇
価
格

６
６
０
円(

税
込
み)

主な種目 対象年齢など 受付期間及び試験日

自衛官
候補生 18 歳以上 33 歳未満

（32 歳の者は、採用予定月の末日現在、33 歳に達
していない者）

受付：随時受付中
（お問い合わせ下さい）

一般曹候補生 受付期限：5 月 7 日（火）
１次：5 月 17 日～ 5 月 26 日

幹部候補生
（一般：大卒程度）

22 歳以上 26 歳以上の者（20 歳以上 22 歳未満の
者は大卒（見込含）、修士課程修了者等（見込含）
は 28 歳未満の者）

受付期限：4 月 12 日（金）

１次：4 月 20 日・21 日
　　（21 日は飛行要員のみ）幹部候補生

（一般：院卒者）
20 歳以上 28 歳以上の者（修士課程修了者等（見
込含））
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１/26  
（金）

長島の子表彰式

　１月 26日、長島の子表彰式が町文化ホールで開催
されました。これは、児童生徒の優れた長所を発見し
表彰することで、心身ともに健全な子どもを地域で育
てることを目的としています。
　今年は町内の小学校６年生 80人と中学生１人に賞
状とメダル、記念品が贈られ、川添町長が「皆さんは
長島町の将来を担う大切な宝。素晴らしい個性を伸ば
して、自信をもってそれぞれの夢を実現してほしい」
とあいさつしました。
　受賞者を代表して馬場颯

そうた
汰君（伊唐小６年）が「育

ててくれた長島にいつか恩返しができるようにこれか
らも頑張っていきたい。本日は表彰していただきあり
がとうございます」とお礼の言葉を述べました。
　このほか、琉球國祭り太鼓（鹿児島支部）の演舞が
披露され、受賞者を祝いました。
　式のなかでは、アメリカ・メジャーリーグで活躍す
る大谷翔平選手から寄贈されたグローブの贈呈式が行
われ、子どもたちは、世間をにぎわせている話題のグ
ローブに目を輝かせていました。

賞状とメダルを受け取る児童賞状とメダルを受け取る児童

目を輝かせてグローブを受け取る児童目を輝かせてグローブを受け取る児童

１/26  
（金）

日本最古のウミガメ

　令和２年 11月に、化石研究家の宇都宮聡氏によっ
て、獅子島南西部に分布する白亜紀の地層から骨化石
を含む石灰質の団塊（ノジュール）中から骨化石が発
見され、東京都市大学の中島保寿准教授による研究の
結果、日本（東アジア）最古（約 1億年前）のウミ
ガメ化石と判明し、令和６年 1月 26日開催の日本古
生物学会で発表されました。
　ウミガメ化石は日本国内では北海道や岩手県久慈
市、兵庫県（淡路島）などに分布する白亜紀層から主
に発見されていますが、8500万年前よりも古い化石
記録はまれであり、約 1億年前の地層からの発見は、
日本（東アジア）最古の記録となります。この発見は、
ウミガメが全世界に分布を広げた過程を探る上におい
て大変重要な発見と言えます。
　研究チームは今回発見
されたウミガメの化石に
発見地である鹿児島県の
旧名である「薩摩」から
「サツマムカシウミガメ」
という呼称を与えました。　

クリーニングされたサツマムカシウミガメの化石サツマウミガメの化石発見

長所を褒めて伸ばす
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１/28
（日）

長島寒ブリ消費拡大セール
長島自慢のブリをお得な価格で

　１月 25日から３月 17日にかけて長島寒ブリ消費拡
大セールが行われています。１月 28日の薄井漁港での
販売では、約230人がお得な価格のブリを購入しました。
　霧島市から家族で訪れた寶

ほうまん
滿政克さんは「正月用のブ

リを買いに長島に来た時、立ち寄っただんだん市場でチ
ラシを見てこのセールを知った。ブリを安く購入できて
うれしい」と話し、魚を調理することが好きな息子の
一
いっき
輝さんは「ブリ大根や昆布巻など帰ってから作るのが

楽しみ」と笑顔で話しました。

購入したブリを手に笑顔の寶滿さん家族購入したブリを手に笑顔の寶滿さん家族

1/28  （土）
～２/21（水）
　１月 28日に第 37回鹿児島県地区対抗女子駅伝競
走大会が開催され、本町出身の久保亜美さん（川床下
出身・鹿児島銀行）が出場しました。
　久保さんは第４区で軽快な走りを見せ、出水チーム
の総合５位に大きく貢献しました。
　２月 17日から 21日の５日間で 53区間 583.3㌔
を競う第 71回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会
が開催されました。
　本町からは、選手として田ノ上尚吾さん（菅牟田・長
島町役場）、樋󠄀渡速太さん（菅牟田・同役場）、池田智史
さん（幣串出身・陸上自衛隊国分）の３人と、監察員と
して丸橋雄太さん（伊唐・同役場）が選出しました。

　この５日間、強風や雨天の日もありましたが、選手
たちは、郷土への思いを胸に力強い走りを見せました。

樋󠄀渡速太選手樋󠄀渡速太選手

久保亜美選手久保亜美選手田ノ上尚吾選手田ノ上尚吾選手
池田智史選手（手前から２番目）池田智史選手（手前から２番目）

県地区対抗女子駅伝・県下一周駅伝

郷土への思いを胸に力走

１/31
（水）
　１月 31日、町から町内全ての保育園と幼稚園の９
施設に県内産のスギで作った積み木が贈呈されました。
　これは、森林環境譲与税を活用した初めての取り組
みで、人と木や森との関わりを主体的に考えられる豊
かな心を育むことを目的に子どもたちへの配布を行っ
たものです。
　積み木は 15㌢ほどで、スギの香りや心地よい肌触
りを生かしています。
　東保育園の山下紗

さ な
波ちゃんは「すべすべで気持ちい

い。みんなで積み木を使って遊ぶのが楽しみ」とうれ
しそうに話しました。

積み木のプレゼント
肌触りの良い新しい積み木

積み木を受け取る園児ら積み木を受け取る園児ら
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２/２ 
（金）

　２月２日、川床中学校（西元ひとみ校長・46 人）で、
１年生を対象に鰤王料理教室が行われました。
　これは、生徒らに本町の特産品の一つの「鰤王」を
実際にさばいて味わってもらおうと、東町漁業協同組
合と養殖業者会などが協力して開催しました。
　挑戦した垂門凜

りん
さんは「ブリをさばいて、骨をとっ

たり刺身を切ったりして、命をいただいていることを
改めて実感した。これからも感謝して食べたい」と振
り返りました。

　この日、調理したブリはタタキや刺身などで振る舞
われました。

２/２
（金）

　２月２日、阿久根ロータリークラブ設立 50 周年記
念事業の一環として、本町へ災害避難用間仕切り（４
部屋セット）５組が寄贈され、役場１階サービスホー
ルで寄贈式が行われました。
　この間仕切りは、１部屋 2.1㍍× 2.1㍍のスペース
が４部屋設営可能で、部屋の増設や間仕切り布の開放
が状況に応じて簡単にできる仕様となっており、災害
時の活用が期待できます。
　同クラブの京田一則会長は「災害時に備えて必要。

有意義に活用してほしい」とあいさつし、川添町長は
「昨今の災害避難所でも個人のプライベートの確保は
重要な課題。設備を活用させていただきたい」とお礼
の言葉を述べました。

目録を手渡す京田会長（写真左）と目録を手渡す京田会長（写真左）と
永田惣詞実行委員長（右）永田惣詞実行委員長（右）

1/29 
（月）

鷹巣小学校社会科学習
駐在所の仕事を見学

 １月 29 日、鷹巣小学校（田畠正英校長・195 人）
の３年生 35 人が、社会科学習として、身近な地域の
安全がどのようにして守られているのかを知ることを
目的に、鷹巣駐在所を訪問しました。
　この日は、駐在所内の見学や駐在所員への質問、ミ
ニパトカーと白バイの試乗を行い、普段乗ることがな
い乗り物に児童らはワクワクした様子でした。　
　石元心

み く
久さんは「将来警察官になりたいと思ってい

たので、今日の見学はとても勉強になった。パトカー
や白バイはすごくかっこよく、実際に見ることができ
てうれしかった」と目を輝かせました。

白バイの説明を熱心に聴く児童白バイの説明を熱心に聴く児童

阿久根ロータリークラブ 50 周年記念事業
災害時に備えて

川床中学校で鰤王料理教室
自分でさばいて味わおう

鰤王をさばく生徒鰤王をさばく生徒

対峙する際の装備を見学対峙する際の装備を見学 白バイに試乗白バイに試乗
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２/３ 
（土）
　２月３日、唐隈自治公民館で、長島町ひとり親寡婦
福祉会「すいせんの会」をはじめ、地域ボランティア
や民生委員、社会福祉協議会が協力して「みんなの食
堂‘すいせんの花’」を開催し、節分の日に合わせて
参加した子どもたちや地域住民と恵方巻づくりを行い
ました。
　テーブルにはみんなで作った恵方巻やイワシの煮つ
けが並び、参加者は恵方巻や交流を楽しんでいました。
　参加した増田莉

り の
乃さん（長島中２年）は「みんな

でおいしく恵方巻を食べることができて楽しかった」
と笑顔で話しました。

２/６
（火）
　２月６日、平尾中学校（有馬賢一校長・34人）の１
年生 12 人が、地元林業事業者の協力を受け、森林体
験の一環としてシイタケのコマ打ち体験をしました。
　森林体験は、生徒たちが森の大切さについて考える
ことや将来の職業選択の幅を広げることを目的に行わ
れています。生徒たちは、講師や先生の手ほどきを受
けながら、ドリルで原木に縦 15㌢横５㌢間隔の穴を
開けシイタケの種コマを打ち込みました。
　手際よく作業をこなした山角龍

りゅうじ
司さんは「ドリルを

使った穴あけで上手に間隔を取ることが難しかった。
大きなシイタケに成長してほしい」と体験を楽しんだ
様子でした。

原木に種コマを打ち込む生徒原木に種コマを打ち込む生徒

みんなの食堂‘すいせんの花’
地域みんなで恵方巻づくり

平尾中学校でシイタケ栽培
原木に種コマ打ち込む

おいしい恵方巻を食べる子どもたちおいしい恵方巻を食べる子どもたち

２/８
（木）
　２月８日、鶴翔高等学校（阿久根市）、総合学科情報・
ビジネス系列３年生の課題研究授業の一環で開発され
た獅子島の恐竜をイメージした「うまかサウルス恐竜
カレー」の試食会が行われました。
　このカレーは、昨年、獅子島で恐竜の化石が発見さ
れたニュースを見て、周辺地域である獅子島が恐竜の
化石が多く発掘されることをヒントに開発されたもの
です。特徴として、本町のジャガイモや黒糖、焼酎な
どが配合してあり、イカや鳥が恐竜と一緒の時代を生

きたとされていることから、赤イカとウズラの卵が具
材に入っています。

商品開発をした生徒たち商品開発をした生徒たち鶴翔高等学校新商品
うまかサウルス恐竜カレー

２/２ 
（金）
　２月２日、川床中学校（西元ひとみ校長・46 人）
で立志の集いが開催されました。
　この日は、県内の企業に務める元山修

しゅうせい
生さんを講師

に招き、２年生に向けて「今、社会が求める人材とは」
と題して、社会人として求められることやそのために
中学生の今の時期にやっておくべきことなどの講話が
ありました。
　その後、生徒はそれぞれの思いを託した漢字を発表
し、岩下桃子さんは「講演の『誠実な人であれ』とい

う内容が印象に残り、今しかできないことをしっかり
と取り組みたい」と振り返りました。

講演の感想を述べる生徒講演の感想を述べる生徒川床中学校で立志の集い
将来のためにできることを
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２/10
（土）

原子力防災訓練 緊急集合場所で職員の確認後バスへ乗り込む住民ら（汐見）緊急集合場所で職員の確認後バスへ乗り込む住民ら（汐見）

迅速に対応するために

表面汚染検査機器で放射線量を測定表面汚染検査機器で放射線量を測定

２/10
（土）

蔵之元小学校長島の食を学習

　２月 10日、蔵之元小学校で、昨年の秋から育てた
ジャガイモの収穫体験と販売体験が行われました。
　これは、５年生の総合的な学習の時間の中で、「長
島の食」を体験的に学習できないか児童自らが考え、
地元の農業委員会委員を務める脇田恵子さんに相談し
たところ、同校で例年行っているジャガイモの栽培を
発展させ販売までを挑戦することが決定。ジャガイモ
の販売に向けて児童らは約１カ月前から接客の練習や
ポップ制作を行いました。
　同日の午前中に全校児童で掘り取ったジャガイモを
午後から道の駅「ポテトハウス」で５年生が販売体験
を実施。約 50㌔㌘あったジャガイモは、児童らの一
生懸命な取り組みと保護者の協力により、わずか１時
間で完売となりました。
　販売体験をした二階堂美

みゆう
祐さんは「全校児童で育て

たジャガイモを５年生で販売し、完売することができ
てうれしかった」とジャガイモの栽培から販売までの
努力を振り返りました。

みんなでジャガイモを収穫みんなでジャガイモを収穫
みんなで育てたジャガイモ

蔵小自慢のジャガイモを販売蔵小自慢のジャガイモを販売

　2月 10日、九州電力川内原子力発電所での重大事
故を想定して鹿児島県原子力防災訓練が実施されまし
た。
　本町でも原子力発電所から 30㌔圏内（緊急時防護
措置を準備する区域＝UPZ）に該当する５集落を中
心に訓練が行われ、役場職員や分遣所職員、消防団、
住民ら約 180人が参加しました。
　訓練では、町文化ホールを避難所と想定してバスや
自家用車を利用した避難訓練を実施したほか、旧サン
セット長島駐車場では、県や協力自治体職員、自衛隊
による避難退域時検査と原子力災害医療措置訓練が町
内で初めて行われ、これに併せ、阿久根市内の９集落
から約 50人の避難者を受け入れる「広域避難受入れ
訓練」も実施されました。
　訓練終了後、長島町消防団汐見分団長の小屋正隆さ
んは「阿久根市と合同で訓練することで、緊急時の避
難方法や流れが見えてくる。消防団としては訓練を通
して本部と分団との連携強化を図って、災害時に迅速
に対応できる体制を取っていきたい」と話しました。
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２/12
（月）

STEAM教育親子体験講座

　２月 12日、令和５年度ＳＴＥＡＭ教育親子体験講
座が町文化ホールで行われ、町内の児童・生徒 13人
と保護者が参加しました。
　講師に久留米大学商学部の木下和也教授と同大学の
学生サークル「team.csv」11人を招き、児童・生徒
を対象としたパソコンを使ったプログラミング教育体
験講座を実施。参加者がドローンの飛行ルートを自分
でプログラム入力し、そのドローンが室内を自動で飛
行する様子に歓声が上がりました。

　参加した野中圭
けいたろう
太郎君（城川内小４年）は、「自分

でプログラミングしたドローンが自動飛行していくの
がとても興味深くて楽しかった」と目を輝かせました。

２/14
（水）

鷹巣小学校林業体験教室
森林の役割を学ぼう

　２月 14 日、鷹巣小学校（田畠正英校長・195 人）
の５年生 32 人が川床の森林で林業体験教室を行い、
スギの苗約 100本を植え付けました。この日は、北薩
森林組合や地元林業事業者などが講師を務め、児童ら
は樹木が二酸化炭素を吸収し地球環境保護に役立って
いることや、木が木材になるまで約 50年の年月を費
やすことなどを学び、約 300平方㍍の山の斜面に山

やまぐわ
鍬

などの道具を使って穴を掘り、苗木を植え付けました。
　宮﨑新

わか
さんは「植樹体験は楽しそうと思っていたが

実際に穴掘りや植え付けが大変だった。今後は環境に
配慮した行動をしていきたい」と振り返りました。

友だちと力を合わせて植樹作業友だちと力を合わせて植樹作業

親子で学ぶプログラミング
プログラミング通りにドローンが自動飛行プログラミング通りにドローンが自動飛行

２/24
（土）

三県U－ 12地区選抜サッカー大会

　２月 24日から 25日の２日間、阿久根市総合運動
公園陸上競技場で、「三県U－ 12地区選抜サッカー
大会」が行われました。この大会は、サッカーを通じ
て長崎・熊本・鹿児島の三県がパスをつなぎ合い島原・
天草・長島架橋や九州西岸軸構想の推進をアピールす
ることを目的としています。　
　大会には、熊本県・長崎県から各２チーム、鹿児島
県から４チームの計８チーム、127 人の選手が参加
しました。
　開会式では、阿久根市の西平良将市長が「平成９年
度から開催されている本大会。皆さんの力強いプレー
で切磋琢磨し、親睦を深めてほしい」とあいさつし、
選手を代表して、本町の上竜

りゅうせい
盛君（鷹巣小６年）が

「大会を通じて三県架橋が少しでも実現に近づいてほ
しい。開催できることに感謝し、精一杯プレーするこ
とを誓います」と力強く宣誓しました。
　式後、選手たちは交流試合に臨み、元気いっぱいの
プレーに観客席からは歓声が飛び交っていました。

選手宣誓を行う上選手選手宣誓を行う上選手

三県架橋構想を推進

はつらつとプレーする選手たちはつらつとプレーする選手たち
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１話 10 分　感動文庫 栄光のバックホーム

新星出版社 中井由莉子：著

ここは、とある町のはずれにあ
るちょっと不思議な古本屋。
あなたが読みたいと思う本が
きっと見つかります。

28 歳で生涯を終えた阪神の元選
手・横田慎太郎さん。
母親の目線で描かれた感動のス
トーリー
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踏
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編
集
後
記

▽
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２
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大
西　
洋
介



3月号
［No.216］

令和６年

2024年3月7日木曜日 発行

海を渡る新スタイルフェスティバル

キビルフェス開催キビルフェス開催
　　蔵之元港と牛深港で合計約 60の
飲食店が軒を連ね、当日の会場を結
ぶフェリーの運賃が特別価格の往復
500円となります。このほか、長島・
牛深の各会場周辺に散らばった６つ
の「キビルンボール」を集めて豪華
景品が当たる抽選会も行います。

〇日時
　３月 24日（日）
　午前 10時～午後４時
〇場所
　・蔵之元漁港特別会場
　・うしぶか海彩館イベント広場

詳しくは次のQRコードから閲覧で
きます。



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０２４４

８ ９７

１５

１０ １３

１４

２２ ２３

１７ １８ ２０

２１

１２

５４

１９

１１

３/31 ２ ３１ ６

２４ ２５ ２６

１６

２８

２７

５/2 ５/3 ５/4２９ ３０ ５/1

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦 )

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇長島クリニック 88-6405
〇しもぞのクリニック 63-8300
〇阿久根眼科 72-0040
〇福田クリニック 79-3775
□さすえ薬局 88-6011
□五万石薬局 63-8800
□高松薬局 73-4002
□さくら薬局 63-7700
◇キッズクリニック 63-7707

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇出水病院 62-0419
〇脇本病院 75-2121
〇福田クリニック 79-3775
□トクモト薬局 62-0998
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（獅子島）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇こどもクリニック永松 64-1500
〇林胃腸科外科 73-3639
〇福田クリニック 79-3775
□長島調剤薬局 64-5555
□かしま薬局 63-3970
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇こどもクリニック永松 64-1500

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

昭和の日

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

〇境田医院 67-2600
〇有村産婦人科・内科 73-4180
□エンジェル薬局 65-7637
□さかえまち薬局 72-0978

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇平尾診療所 88-2595
〇出水眼科 62-8350
〇植村整形外科 72-1041
〇福田クリニック 79-3775
□クレモア薬局 63-5401
□そうごう薬局 64-8161
◇出水総合医療センター 67-1611

祝日には、国旗を掲げましょう！
●４月 29 日は昭和の日です。
　激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思いをい
たすことを目的としています。
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